








































































































































































































































































































  2 　一通りの組み立てレベル（Unistructured Level）
    この段階では，学習者はある一つの情報に焦点
　　をあて，それに集中するあまり，ほかのことは
　　無視する。
　 3 　複数の組み立てレベル（Multistructural Level）
　　学習者は複数の情報を提供するが，それらを関
　　連づけようとはせず，羅列する。
　 4 　関連づけるレベル（Relational Level）
　　進んだこの段階では，学習者は見出しやカテゴ
　　リーを使って情報をまとめる。
　 5 　発展抽象レベル（Extended Level）
　　最後に，学習者は学びをさらに先へ進めて，新
　　たな対話の形へと発展させる。














モ デ ル の 適 用 が こ れ を 解 消 す る。Biggs,J.B&K.

















































































0 0 0 0
互いに了解し合い，しかもその際に自分自身
0 0 0 0
を理
解してもらうために他ならない

























































































































































































































































































































12）Sue Fostaty Young，Robert J.Wilson 原著・土
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につなげる評価と学習方法―カナダで実践される
ICE モデル』主体的学びシリーズ 1 ，東信堂，





育成に向けた 5 段階学習（ 2 ）―」（『中等教育に
おける教科教育内容に関する研究』広島大学大学
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で」（『文学』15- 5 　2014. 9 ）に詳述した。



















　また，「高等学校指導要領」第 2 章第 1 節国語
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